


お題

・V2B、V2H、の実証とV2Gへの可能性
・EV大量導入後の社会変化（系統への影響の要素を含む）
・災害時のEVの可能性
・世界のEV導入の状況
などについて貴社の御意見を含めてプレゼンをしていただければ幸甚でございます。



EVのメリット

CO2削減

再生可能エネルギーの活用

等々、、、

https://ev1.nissan.co.jp/LEAF/RORA/QUESTIONS/DETAIL/1186



人々の生活を豊かに



豊かになる生活 （EVで生活が変わったか？）

それぞれの生活スタイルによりますが、我が家は「変わり」ました。
リーフを車としてだけではなく、LEAFtoHomeで自宅の電源としても活用してます。先代の24KW初
期型（私用）と新型の40kw（妻用・家族のお出かけ用）2台を所有して、使い分けています。
運転が疲れないので遠方にも足を運ぶ機会が増え、出かけるのが楽しくなっています。
長距離は充電のことがありますが、充電に立ち寄ることで逆に無理のない休憩を取りながらの移動が
できます。また、電池の減りを抑えるため、無理な運転も自然としなくなるような気がします。

https://ev1.nissan.co.jp/LEAF/RORA/QUESTIONS/DETAIL/1186

家計が楽になりました。
EVに乗る前は ガソリン車に乗っていましたが、ガソリン代を含めて 年間の維持費合計が 70～90万円
要していました。
5年間で 350～450万円 になるので、これならば リーフ が購入できるので すぐ実行しました。
職場からいただいている 通勤費 ( ガソリン代 ) を 車のローン返済に使っています。
今しかない 各種 補助金 をいただきましょう。 数年後には 廃止 されてます。
子育て世代こそ 使っていただきたい車です。 家計が楽になります。
外で 急速充電 を 辛抱強く 行えば、いかに 出金 がない車なのかが痛感できます。
浮いたお金で食いましょう。飲みましょう。
歯医者に行って、虫歯を全部治しましょう。 やる事がなくなったので歯石を取りました。
鼻から入れる、胃カメラ健診 を毎年受けましょう。今年は 大腸内視鏡 をやってみました。
終身型生命保険の 口数 を増やしました。
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変わりました。
ガソリンスタンドに燃料を買いに行く必要が無くなり、自宅で充電→スタート出来るようになり、手
間がかからなくなりました。
また、長距離ドライブでは2時間に1回ぐらいは充電しますが、ちょうど良い休憩になり運転で疲れ
なくなり、ドライブが楽しくなりました。
家族で出かけて道の駅等で充電しながら訪ねた先の名品等を買ったりするのがとても楽しいです。

気が付いたのは、ガソリンの価格変動が気にならなくなったことでした。
どこまで走っても2,160円/月しかかかりませんので、生活費が軽減され、精神面ではより以上に楽に
感じられました。
私はまだ未経験ですが、メンテナンスや車検費用もガソリン車よりも格段に安く上がるようです。
軽自動車も所有していますが、維持費はそれよりも安いと思います。
と言う訳で、「生活にゆとりができた」ことが変わったことでしょうか。

豊かになる生活 （EVで生活が変わったか？）



豊かになる生活

2018年09月04日
台風21号 リーフtoホームで助かった
今日の台風は凄い風と雨でしたね。
我が家では3年前からリーフtoホームを設置しています。
毎日給電をしていますが、取り付けたきっかけは節約もありますが、停電となった時蓄電池として運
用が出来るのでお守りと思って導入しました。
それが今日本領発揮をする時が来ました。
市内では大停電が起こり約4時間の間停電しました。
一部まだ停電してるみたいです。
嫁の話では、朝から給電をしていたので全く停電に気付かなかったと・・・
照明やエアコン動かしていたがわからなかったそうです。
約4時間の間でしたが、リーフの蓄電池としてのありがたみが身に沁みました。
エアコンは使えるし、ご飯は炊ける!これこそ自分の身は自分で守るかもしれませんね。
今後は、リーフtoホームが普及するんだろうなぁ～って考えさせられました。

https://minkara.carview.co.jp/userid/1040820/blog/41913041/





豊かになる生活
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V2B: (FEP, ACDC)
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V2B: (NTT西本、NTTスマイルエナジー)
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V2H:  
 7,000器以上のV2H PCSがすでに普及している

 政府によるZEH推進

 世界的に普及が始まっている

EVTEC installation @ private home in Switzerland

LEAF TO HOME HOKKAIDO in Sapporo, Japan
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災害時の活用事例:  



EVが増えると人々の生活が豊かになる！

→EVを増やしましょう！！！



EVを増やすために

-EVの正しい理解の促進と認知向上

-EVが自分のライフスタイルに合っているか考えることができる
-EVについて他人に話せる
-一度はEVに乗ったことがある

-EVの公共性の認知と貢献への見返り

-EV走行や、EVの蓄電池としての活用は高い公共性や社会性を持っている（認知）
→何かしらの認定（SDカード的な？）

-特に災害時の所有するEVの公共への提供、エネマネへの活用に対して見返りが提供
できないか？（税制優遇等）



移動が変わると生活が変わる
生活が変わると人生が変わる



EVが増えた場合の課題を考える







増えたEVの有効活用としてのVPP/V2G



V2G実証

Source: Bloomberg NEF

Note: Data excludes China.
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世界各地での実証



VPP、V2G実証から見えてきていること

-使い方によってはEVが技術的にはエネルギーリソースとして使えることが見えてきた
-EVが今後増えて行った場合には、充電の適切な制御が必要となりそう

-商用化するために必要な情報が不足している（ビジネスモデル作れない）
-顧客価値が未定

-クルマの使い方（移動体・蓄電池の両方）の最適モデルが未定
-EVをエネルギーリソースとして活用することのメリット（EVオーナー/系統側）が未定
-市場のV2Xによる参入のルール（法、税制）が完全にできていない
-サービスを提供する事業者が少ない
-EV含めた必要機器、システム、通信費のあるべきコスト像が不明確

-スマートグリッド関連の技術標準規格化の重要性

-欧州のようなEVと系統直結のV2Gでは災害時対応ができないので日本向けではない？






